
割合

市税 25.6億円 25.3万円 10.1%

その他 25.6億円 25.3万円 10.1%

基金取崩 1.4億円 預金引き出し 1.4万円 0.6%

地方交付税 105.3億円 104.0万円 41.6%

国･県支出金など 60.5億円 59.8万円 24.0%

市債 34.5億円 ローン借り入れ 34.0万円 13.6%

252.9億円 合　　　　計 250.0万円 100.0%

割合

人件費 37.9億円 食費 37.5万円 15.8%

扶助費 32.3億円 医療費 31.9万円 13.5%

公債費 34.5億円 ローン返済 34.1万円 14.4%

40.4億円 光熱費・被服費など 39.9万円 16.9%

37.5億円 増改築・車購入など 37.2万円 15.7%

34.3億円 クラブ活動費など 33.9万円 14.3%

17.5億円 子どもへの仕送り 17.3万円 7.3%

2.0億円 友人への援助･融資 2.0万円 0.9%

3.3億円 貯金 3.2万円 1.4%

239.8億円 合　　　　計 237.0万円 100.0%

割合

13.1億円 財布残金 13.0万円 100.0%

13.1億円 合　　　計 13.0万円 100.0%

242.6億円 貯金残高

322.8億円 ローン残高市債残高 319.0万円

その結果、年度末には・・・
2022（令和4）年度普通会計決算額 家計にたとえた場合

基金残高 239.8万円

合　　　計

投資的経費･維持補修費

補助費

繰出金

投資及び出資・貸付金

積立金

合　　　計

収支（差し引き）
2022（令和4）年度普通会計決算額 家計にたとえた場合

2022（令和4）年度へ繰越

自
主
財
源

給料・パート収入

支　　　出
2022（令和4）年度普通会計決算額 家計にたとえた場合
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親からの仕送り

合　　　計

【三好市の財政状況（家計簿）について】

　普通会計の2022（令和4）年度決算を年収２５０万円の家計簿に置き
換えて説明します。

収　　　入
2022（令和4）年度普通会計決算額 家計にたとえた場合



収入割合

【支出について】
・生活をしていく上で、どうしてもかかるお金「食事、医療費、ローンの返済」が44.3％
　（ご近所さんは、44.7％）

　◎家の増改築やクラブ活動など生活していく上で必要不可欠ではないが、生活を
豊かにすることに使えるお金の割合が少ない家計である。

【まとめ】
　自分で調達したお金＝52.1万円
　どうしてもかかるお金＝103.5万円
　
　生活をしていく上で必要不可欠なお金でさえ、自分で調達できない厳しい家計。

　◎現状の親やローン借り入れに頼る生活から脱却するため、自分自身で少しでも
多くのお金を調達することが必要。
　◎生活を豊かにするものに使えるお金が少ないため、節約を徹底し、必要性や効
果等を検証しながら支出することが必要。

※「ご近所さん」とは、人口及び産業構造等により全国の市町村を31のグループに分類した結果、同じ
グループに属する団体（類似団体）のことをいいます。

○この家計簿は、本市の令和4年度普通会計決算をベースに歳入合計（252億9396万円）を年収２５０
万円の家庭を例に構成比率で算出したものです。

○類似団体の数値については、「令和3年度財政状況類似団体比較カード」に基づいて、三好市の決
算額と比較し、その割合を元に算出したものです。

○数字は、集計の都合上端数処理をしています。

【収入について】
・市税など、自分で調達したお金「給料・パート収入、預金引き出し」が20.8％。

　　（ご近所さん※は、32.6％）

・国や県から交付されるお金である「親からの仕送り、ローン借り入れ」が79.2％。
　　（ご近所さんは、67.4％）
　
　◎親の仕送りなしではやりくりが厳しく、親に依存した家計である。
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